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研究成果の概要（和文）：腹部大動脈瘤患者、健常コントロールについて糞便の16SrRNA解析結果を行った。大
動脈瘤患者の糞便において、Bifidobacterium adolescentisが低下していた(Biosci Microbiota Food Health. 
2023;42(1):81-86.)。この結果からは因果関係について確認できなかったが、腹部大動脈瘤の病態に腸内細菌が
関連している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Fecal 16S rRNA analysis of the patients with abdominal aortic aneurysm (AAA)
 and healthy controls showed that Bifidobacterium adolescentis was decreased in feces with AAA 
(Biosci Microbiota Food Health. 2023;42(1):81-86.). Although the causal relationship could not be 
confirmed from this study, it was suggested that gut microbiota would be related to the pathology of
 AAA.

研究分野：心臓血管外科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
腹部大動脈瘤(AAA)は致命的な疾患だが、治療法は薬物療法はなく手術しかなかった。今回の研究からAAAに特徴
的な腸内細菌を認め、AAAの病態に腸内細菌が関連している可能性が示された。本研究結果は将来の腸内細菌製
剤の可能性を示唆するものと考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 
 大動脈瘤は大動脈壁が拡張・瘤化し破裂に至る致死的疾患である。本邦では高齢化、
食の欧米化に伴い動脈硬化性疾患は増加しており、大動脈瘤は今後さらに増加すること
が予測されている。これまでステントグラフトを中心として外科手術の発展は著しいが、
予防については発展途上であり病態生理についての研究が求められている(N Engl J 
Med. 362(20): 1863-71, 2010)。一方で次世代シークエンサーの登場により腸内細菌叢
の解析が飛躍的に進み、腸内細菌叢と様々な疾患との関連性が解き明かされつつある。
特に腸内細菌叢と動脈硬化の関連においては本邦を中心にエビデンスの集積がされて
おり、食事や腸内細菌がどのように動脈硬化に影響を与えるかの研究が進んでいる(J 
Atherosclerosis Thromb. 24(2): 110-19, 2017)。しかし、腸内細菌叢と大動脈瘤との関連
についての報告は少ない。今回、大動脈瘤患者の腸内細菌叢を調べることにより大動脈
瘤の病態解明について検討し、将来的には疾病発症予防、進行予防や薬物治療につなげ
ていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 研究の目的 
これまで基礎的研究や臨床データから腸内細菌と動脈硬化の関連性について徐々に解
明されてきているが、腸内細菌と大動脈瘤についての関連についての研究は少ない。動
脈瘤と動脈硬化は密接に関連するが、必ずしも“動脈瘤＝動脈硬化”ということではなく
動脈瘤の病態は様々な因子が関わるモザイク様の病態と称されている。今回、大動脈瘤
患者における腸内細菌の分布や代謝産物を測定することにより、腸内細菌が大動脈瘤へ
与える影響について明らかにしたい。 
 



3. 研究の方法 
対象患者：当科で腹部大動脈瘤と診断された患者（20 歳以上）を対象とする。 
取得データ：初診時に以下のデータ等を取得する。 
・基礎データ、採血データ、CT画像データ、血管機能検査データ 
・腸内細菌：唾液、糞便、血液中の細菌RNA 
評価項目： 
・一般健診でのコントロール群と大動脈瘤群との腸内細菌叢の分布の違いを検証する。 
 
4. 研究成果 
腹部大動脈瘤患者、健常コントロールについて糞便の 16SrRNA 解析結果を行った。大
動脈瘤患者の糞便において、Bifidobacterium adolescentis が低下していた(Biosci 
Microbiota Food Health. 2023;42(1):81-86.)。今回の研究からAAAに特徴的な腸内細菌
を認め、AAA の病態に腸内細菌が関連している可能性が示された。本研究結果は将来
の腸内細菌製剤の可能性を示唆するものと考えられた。 
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